
らい

小竹　佐知子／大久保

恵子

「．

ﾍじめに

三．その他の饗応

二．時祭献立

いた。

　　（8）
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10－3

763一 762一 761一 760一

資料

Oループ
ﾔ号

40枚 10枚 20枚 13枚 枚数
文化8一安政2 文化7－12 寛政11一文化6 寛政2一享和3 記載年
【時】

R8枚

【時】

P0枚

【時】

Q0枚

【時】

W枚
【他】

Q枚

【他】

T枚

献立の
嵭ﾞ　　資料

@グループ

@内番号
化9　秋 化8春 寛11春 1

政1秋 化8秋 寛11秋 2

政1秋 化9春 享1春 3

政2　春 化9秋 享1秋 4

政2秋 化10春 享2春 5

政3　春 化10秋 享2春 6

政4　春 化11秋 享3春 7

政4　秋 化7春 享3春 8

政4秋 化7秋 　　　一ｻ1春 9

政5　春 化12秋 化1秋 10

政5秋 化2春 11

政6　春 化2秋 　　P2
政6　春 化3春 13

政6秋 化3秋 寛2他8．25 14
政6　秋一

化4春 寛3他12．15 15
政7春　一

化4秋 寛5他11．10 16
政7　秋一一一

化5春 寛7春 17
政7　秋一　一

化5秋 寛7秋 18

政8春 　　一ｻ6春 　一P9
政8　秋 化6秋

｝一　一一Q0

政9他11．30 21

政9他11．30 22
政10　春 23

政10　秋
『1－－

@24
　　　　｛ｭ11秋 25

天6　春 寛8　秋 26

天7春 寛6春 27

天7　秋 寛6他10．20 28

天8　春 29

天8　秋 寛9春 30

天9　春 31

　　　　一V12　春 32

天12春 寛9他4．29 33
天12　秋 34
天13　春 寛9秋 35
天14　春 36
天14　秋 37

弘3春 38

嘉1春 寛10春 39
？　　秋 寛10秋 40

表1



その他 秋饗（原則8月）1磯原則2月）　干 和 西

資料番号（開催日） 資料番号（開催日） 資料番号（闘瞳 暦　㎜ 暦

760－14（8／25） 使戌 2 1790
760－15（12／25） †幸亥 3 1791

1壬子 4 1792
一

760－16（11／10） ，癸丑 5 1793

760－28（10／20） 760－27　（2／20）岬寅 6
寛

1794一㎜

760－18　（8／25） 76傷17－塩ｶ鴇袈 7
政

760－26　（8／25） 8 1796　一

760－33　（4／晦日） 760－35　（8／25） 760－30　（2／25）1丁巳 9 1797
760－40　（8／11） 760－39　（2／20）戊午 1Q 1798
761－2　（8／27） 761－1　（2／21）己未　　　　　　　肘一 11 1799

（2／8）庚申 12 1800
761－4　＊（8／23） 761－3　（6／5）旨辛酉

旱
一1 P8011

761－6　（8／4） 761－5癩 2
和
1802　一

一

761－8　（8／24） 761－7　（6／21）1癸亥 3 1803
一

761－10　（8／5） 761－9　（2／22）甲子 1 1804
一一～一 胸冨一

76H2　（8／29） 761－11　（2／25）1乙丑 2 1805〔
@一　一一

　　一V61－14　（8／11） 761－13（2／16）1丙寅 3 1806
　　　　　一V61－16　（8／12） 761－15　（2／12）1丁卯　　　　　　　　　『 4 1807トヨー 761－18　（8／21） 761－17　（2／14）1戊辰 5 1808－〒

1 761－20　（8／22） 761－19　（2／22）己巳 6 1809

に 762－9　（8／10） 762－8　（2／21）庚午 7 文 1810
762－2　（8／21）

762－1　（2／21）1辛未　　　　　一 化1 1811
762－4・763－1（8／22） 762－3　（2／21）1壬申

圏
1812

762－6　（8／22） 762－5　（不明）癸酉 1813
一

762－7　（8／29） 一一ru甲戌 111 1814
762－10　（9／11） 乙亥 12 巨815

1丙子 13 1816
一胴

14 1817

一一一一档Z13 （8／28） 一　　寸㍊ 1 1818

763－5　（8／25） （2／14）i己卯 2 1819　－一

一

（8／25） 763－6　（2／26）庚辰 3 1820
763一ε，9　（8／26） 763－7　（2／29）1辛巳 4 1821一一㎜㎜一

763－11　（8／25） 763－10　（2／29）1壬午 5 1822
763－14・15（8／25） 763－12，13（2／29）1癸未 6 文 1823
763－17・18（閏8／28） 763－16瞳甲里 ヱ 政 1824
763－20　（8／25） 763－19堕乙酉 8 幅763－21，22（11／晦日） （2／25）丙戌 9 1826

一一

763－24　（8／25） 763－23（2／27）1丁亥 10 1827

L 763－25　（9／1） （2／22）1戊子 11 隠§28

763－4　（2／24）1己丑12　1829
　　　　（2／25）1庚寅　1　1830
　　　　　　　1辛卯　2　　1831
　　　　　　　壬辰　一3－　1832
　　　　　　　1癸巳　4　1833
　　　　　　　1甲午　5　1834

表2

　　　　　　（8／28）

（8／28）763－26　（2／28）i乙未　6　1835
763－28　　（8／25）　763－27

763－30　　（8／30）　763－29

（2／29）丙申　7天1836
（2／29）1〒酉8保1837

（8／29）

（8／29）

763－31　（2／28）戊戌　9　　1838

　　　　（2／25）1己亥10　1839
　　　　（2／28）1庚子11　1840

763－34　（8／25）763－32・33（3／晦日）1辛丑12　1841

　　　　　　　763－35　（2／28）：壬寅13　1842
763－37　（9／15）763－36　（2／15）1癸9P　14　1843

　　　　　　　　　　　　　　［甲辰　1　1844

763－38
　　　乙巳　2弘1845
（3／不明）1丙午　3化1846

　　　1丁未　4　1847

763－40　　（8／28）

763－39　（2／29）1戊申　1嘉永1848

　　　　　　　　　開催年不明

10－4



mC42

図

時祭献立の写真

（A）文政5（1822）年春饗献立（資料763－10）

　↑

（B）文化5（1808）年春饗献立（資料761－17）

　　　　（頼山陽史跡資料館所蔵）

’
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時祭
饗】【春

資料

（1）

寛政六年甲寅時祭

御湯御茶

御汁妨麓いこ

（資料760－Ol7）
乙卯時祭

御湯御くハし御茶

（資料760－030）

御湯御茶

御湯御くハし御茶

10－6

饗】【秋

資
寛政七年

御平號坪飲福　御湯　御菓子　御茶

資料

御湯御くハし御茶

御汁略

御向覗

　　御汁驚

御湯御くハし羊輿　　　　成

猪口変ん御湯御くハし御茶



時祭

（2）

寛政一

饗】【春

（資料761－OO　1）

猪
口

き大う

くこを
らん
け

平

わ葛白
さ粉魚
ひ

向詰

一二三

御汁ゑひ

　　　　御飯

馨物な鵡％

そこにへ

こち

こんぶ

御湯御茶

到来

（資料761－003）
　　御脂鍵　

御汁礎す．

　向詰

初献二献三献
御湯御菓子御茶

茄子

江豫松乾
戸州子柿
済産砂餅
松砂糠
寺糖漬
茶

（資料761－005）

向詰　たい

一二三

ますや季、

すまし

せうか

御湯御くハし躬勤ん御茶

（資料761－007）

祭莫

なます

猪ロ　ミそ

平
御菓子

しそはも竹輪なすひ蓮いも

御飯

御酒天神清水

（資料761－009）

猪平すま富

御飯

御
香
物

　な

輯

御
向

詰

鯛

き

り

み

御酒

一二三

御湯御菓子御茶

や海鯨
う雲脂
か
ん

　わらひ　ゑひ御吸物　鯨脂やうかん

饗】【秋

（資料761－002）
寛政十一年

御汁隷鳥

御向詰あゆ

御飯

亜献

ゑび

　　　終献
御湯

御くハし榊の緯塾

御茶

（資＊4　761－004）

猪口

御汁姥鳥

御向詰あゆ

御湯御くハし御茶

初献亜献終献

やうかんなしなつめ青茶

竹原酢

しでいりこ

竹原　すしすまし　松たけ　　ゆ

（資料761－006）

猪口羨、け

御
汁そ

　葉塩
大つ鳥
こき

ん

すまし

一二

いもゑひ　やきて

三　　膝矯，

御茶　　纂

（資料761－008）

　秋饗

猪口平

うを木くらけ大こん

御
汁ミ
　　そ
杢醜
ん　　く

続へ。　御飯せうか

御向詰酢醤あゆ　　二献

御湯
御くハし牌勅かん

御茶

（資料761－010）

すまし

平す潔て

御向詰あゆ

一二三

御飯
　せうか

　　御
　　吸
百ゑ物
合び

御湯御茶

7
一
10

人間文



時祭

（3）

10－8

饗】【春

（資il斗761一Ω1】D

御菓子御茶

御吸もの

（資料761－013）

平す

顎芒

か

御飯

赫韻ら

御酒

一二三

わ
ら

ひ

に
し

め

て

すまし　三ツは

設草

御湯御茶　喜撰

鯛蕨蕪蓄煮海参小くらの

加藤氏竹原大坂　海出　後圃

（資料

　ミそ

御香物なら演お二躇
やうかん

資料

御
謄
木大魚
耳根

　　白魚

平
御向詰鯛

御肴慧筆

　　　　御汁舘

御香物茄子

御肴糊鋪苔独活

御湯御茶御菓子

資料

猪口魚　　御汁禦

響し、、、馨物なら漬

御湯
御菓子　祥模ハ鵬焼

御茶

饗】【秋

（資料76．1－Ol2）

御竣。ん

牛房

御向詰酢醤

御湯御くハし

ゆ

ゑびな

（資料761－014）

平
はんへいせうか葛かけ

向詰

酢あ
醤ゆ

御酒

一二三

御湯御くハし御茶

柿1横
　メ頁訂重
　＼tt
　！、

　し

一1：香

く茸
ノ、

し

御飯御香物蝶

香茸ゑひ

丁卯秋饗八月＋．

鶏

一（資料761－016）一
御御
茶く

柿秋乾茶
　月海
　の参
　り

↑

柿要

耕鰐

資料

禦鴨

御湯御菓子

すまし　めうが

攣柿

松たけ竹原酢秋月海苔

梨柿葛粉

佐進竹田
藤藤原中
赤　　信
順　　平

資料

　　　魚

御謄御湯御菓子

龍鮒
覆茸

御香物餐漬

饗纏

すまし　壇鳥　松董　柚

柿煎
実餅

茶煎梨酒緬柿塩
餅子白

　　菊竹
　　　原
　　　k

鳥

拝
領

　　　　来進之
正倉住入ル藤鶴
善敷村江　　氏塩
坊岡政要　鮒　蔵
よ惣之介　ハ
り左進よ　廣
来衛より　之
　門り来　産
　よ来
　り



時祭

（4）

文化七年（

八一〇）～文化

年（

八一四）

饗】【春

（資料762－008）

　　平す猪
　　　　ま　口
葉香い山山し木大魚

ふたり芋鳥　　くこ
きけこ　　　　らん
　　　　　　け

御汁御飯

　　

芟?l鯛曝飢脇

　　御酒　　　　一　　　　二黙御茶　鶯　　　〔

（資料762－OOI）

辛未二月廿一

御
胎
木大魚
耳根

　　ら　平鴇び

日
　　　　

御飯

御酒万代

一　よめ．な二三

御湯御菓子御茶

御吸物山鳥芹小口わらび

横雲喜撰

よ葉茶山塩串
め款　鳥苑貝
な冬

後風梶山菅
圃航山田礼
　　六台卿
　　　．馬

　　　　去
　　　　冬
　　　　到

　　　　も
　　　　の

（資料762－003）

御
胎
木大う
耳根を

　　　ゑ平篇ひ

　　　　御汁魏御飯

御酒

一二

生諸白

濱物蓋草

　吸
　物
胡昆鱈
椒布

　　　　三　埜蝶御菓子徹餅、御茶　山吹

羊干茶1：木鱈山大庵
鶏菓巾菓葉　吹坂
　子餅子蝶　　生拝
　　　　　　諸領
　　　　　　　臼

風航駒井数馬京橋筋

（資料762－005）

平葛猪
す白粉口な癸

ぜ魚ミ魚替酉

補肇
御
汁
　　　そ
葉山か
ふ鳥ふ
き　ら

御飯

御酒幕

い
り

御
吸

物

に

し　こ昆た
め　せ布ら
て　う

　　　　　　　　御御御
　　　　　　　　茶菓湯
　　　　　　　　　　子
　　　　　　　　　山
　　　　　　　　吹餅羊
餅乾茶羊栗鱈山塩干　　く嚢
く海　費子　鳥禦蕪　　ハ
ハ参　　　　　背　　し
し

酒上方萱草茄子漬

　竹
自原駒進阿星　　大府豫大
口久井藤賀野　　坂中州坂
製井数吉三良　　　原進篠
　屋馬之兵悦万徳田田藤田
　徳　助衛　四左中養高剛
　三　　　　郎衛藤司太蔵
　郎　　　　方門七　郎
　　　　　手
　　　　　製

饗】【秋

（資料762－009）

奮蹴け御なひ平軒・

御向詰あゆ

御飯

御酒白菊　　一

御湯

二三
すまし　東瓜　めうか

御茶

鰹鯛
節

暮物な噛万四郎数馬吉之助

豫六
人

高
月

吉

右

衛
門

（資料762－002）

辛未秋享

御
謄
木魚大
耳　根

　　　　

御向詰鮎御酒　白菊

一漬勢
二　竹原酢

三

御湯御菓子

　　吸
生綬物
姜華
針

横霊

御
茶

松葛蒸松1：玉無酢
菰粉菓菰瓢了．鯛

　　子

御汁御飯

権弧権之ロ京橋侍碑

（資料762－004、763－001）

平
御向詰　鮎

御飯

　　　　一　　　　三　融菰御菓子肝辣子二種御茶芦久保

酒奈茶干自柿羊鮮
　良　菓雪　　曝
　演　rgk

御ぎ
　香て
　物

　　な
　　ら
茄瓜漬

梶手像播患進駒万竹
山製州州田藤井四原
六　進宝弥　　郎
　　藤林助
　　高庵尼
　　太　崎
　　郎　製

（資料762－006）

　　　魚猪口

平
御向詰恥

　　な　御汁欝御飯

御酒

御湯御菓子御茶

二三
　　　　　　　鰍月響

犠鍛し
　　松柿干小香菱鮒秋乾菓茶
菰実ｻ響鵜風
　　　　　　　　　上坊航
　　　　　　　　　　町
お梶鉄進駒後手同竹月　手
く山坊藤井圃製．卜：原形　製

り茂　　　　　　　七
来作　　　　　　助
る古
よ達
し及

（資料762－007）

　　　魚猪口平鱗・・

御向詰

＿御
　酒

筋白菊香茸

二　竹原鮭

　　　　御汁攣御飯
御香物餐罐

三艘物概め、

御湯

玉子香茸椎茸茶柿實羊麺奈良演

　R　　京騙轟
手春万駒進金兵駒原山
製風四井藤山頭塚田氏
　館郎氏氏氏隆誠又
　　　　　　　長斎兵
　　　　　　　　衛

910



時祭
饗】【春

（5）

文化

一
年（

人

五）～文政四年（

八一

）

資料

鵡め

蟻

御香物袴漬

すまし

駕宇和島

資料

玉葛海
・子粉参

い
信轟子

御
汁味
ふや噌
きき

　あ
　な

響物なら謎あさ蕨
わや薇
ひ豆

同干あ塩
　菓わ順
　子ひ

長
州

功駒進伴
山井藤新
寺数彦太
　馬介郎

唐海き
菓参の
子　め

躍離郎奮

1010

饗】【秋

資料

猪。繍職　味噌撃

御向詰鮎酢醤

御酒白菊　　　はひ銃袖

柿羊
實嚢

山葛1
芋粉瓢

酢
串子飽羊奨

響飽

竹府梶瀬石大星
原中山戸州坂野
　村六胡銀飲氏
　十一屋山流
　兵　泰之
　衛　平人

進藤彦介駒井数馬

資料

猪口なます大こん

騰鍵
傭讐物

離

小かふゑひしめし

御香物な．箔

柿実

羊質新米あわひ柿実干菓子なら漬牛房

進藤彦介

海禅丁久保勇甫
手製後圃

資料

饗震
傭讐物

新羊
米費

蔑

小鳥

柿実

穫華

資料

猪口なます大．」ん

欝概邸

傭賛物

　すまし

柿実

講癸根

御香物なら漬

綿伊癸洲麟麟衛門



時祭

（6）

文政五年（一八一

一
）～文政

○年（一八二七）

饗】【春

（資料763－OIO）

平

　　き
玉し海の

御
謄

書姦勧麓魚

　　　　　け

　　　塩鳥鴨御汁、・っ葉

御飯

御酒

一
二

白菊潰物吸物

松な胡昆鱈
椒布

御湯御茶

喜撰

ます羊奨塩鱈白菊喜撰小倉野

南邸京都

海白
参魚

瀬駒
戸井

小
作

（資料763・－Ol2、　Ol3）

猪・繍解御旛

平
御妻齢纒芒
向玉ひたい

詰子け

御湯

御酒

御菓子御茶

一
二三

御飯

ますやきて

御香物な嶋

玉の井御吸物　　昆布

羊藁紅もくめ干菓子正喜撰　　欝　　驚くめ　　鱈

南京
京

寺川進藤

（資料763－Ol6）

御胎麟　　　慧き御湯

御
汁
う三白そ
とツ魚
め葉

御飯

御酒

一
二三

　万代　萱草　せうか御吸もの　白雪魚　昆布にしめ　海鼠　小鳥　蓮根

御茶

萱白煎山海小せ昆玉蓮茶ま羊
草雪海鳥苔鳥う布子根　す費
　魚鼠　　　か
　　　　　錬京

後木中内僧駒寺進海京’南
圃下下の有井川藤禅都邸
　豊彦海峯数　　　巷
　次五書　馬
　郎郎生

（資料763－019）

謄平

乙酉二月春饗

酵轍、醜鷺とち　御飯

御向詰鱒やき。

御酒天神清水　　一

　　　　　　　糸
いさひ慈海　昆白目

もS’ゑ姑鼠　布雪
　ゐ鳥　　　　魚

御湯御菓子難雁御茶

山吹

羊費ます慈姑さ～ゐふき山の芋鯛ひゑ鳥鯛海鼠

南邸京都進藤彦介海善巷梶山六一駒井数馬

（資料763－023）

平

木の玉白
のりヂ魚
めみと
　じち
　ん

御
飯

猪文
口政
木大魚
く根
ら

け

算一饗

め葉塩そ

うふ鴨
とき

十
年
丁
亥
春

月

廿
七

日

　御酒護　　　一

二　骸

　　　に
　　　しわ海あ
　　　めら参わ
ひ　ひ

御湯
御茶　臼折

あ白挿羊め
わ折醸巽は
ひ　　　　る

南進藤

饗】【秋

（資料763－Ol1）

平讐笹かき御飯

御向郵叩難ゆ御香物な嶋

御酒

一

傭後物

　糸
　目　　蓼
　　す　鮮
わ煎ま
さ海し
ぴ鼠

御湯御くハし　難御茶

海な柿小しゑ松羊蓼
参ら実かいひ箪巽酢
　漬　ふた
　　　　け

吉三手流　　南　　竹
木津製川　　　　　原
屋

（資料763－014、015）

御湯

御酒天神漿初献春きく次献灘し終献

御くハし御茶

　　ゆ

柿実

茶柿新羊
　　米翼

南流川

（資料763－Ol7、018）

猪口

平
　　　柚

一
二三

御湯
御茶　朝霧

ひたし物

すまし

かき昆布胡椒ゑひ香茸九年母

御鯉赫御飯御香の物な嶋

牡蛎唐鰻頭糠礎　南

（資料763－020）

平
　　

bｽ

御向詰騨謡

御湯

御酒三鑑　　一傭賛

二　蓼鮮

三

御菓子難御茶

山縣製

めうか

小倉野

栗

松ひくめ柿小年羊蓼
藏へりう実倉魚鍵酢
　と　か　野
　り

京南竹
師邸原

流川駒井藤田篤平

（資料763－024）

平
御
向

詰
酢鮎
せや
うき

ゆ松あ
　たけ
　け半

　平

薩鰐
な

　り
瓜漬

御湯

　　　御

　　　酒

　　　　剣針ひ春
　　　　菱せたき
うしく

か

二　蓼すし三　赫け口

松華唐菓子

御茶

花橘

進竹
藤原

柿実

後圃
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時祭
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（7）

文政一

（資料763－004）

脂
文政己丑春饗

うを

木くらけ

　本茸

　御
　汁

粒は塩そ
椎ふか
茸きも

御平碧炉御湯

御酒

御菓子

一二三

剣菱ミつは

したし

罐び

唐菓r

喜唐羊鱒剣芝
撰菓巽　菱川
　子
片六二京
岡一次
導

（資料763－026）

猪・欝御聾

　　乙未春祭御謄繍榔・け御汁難
　　　平爾ひ

御飯

御向詰ます　御酒桜漿

二御吸物三引て

御湯御菓子桜餅御茶きせん

さや豆わらぴあわひきのめ

胡昆鱈
椒布

海じん干破

（資料763－027）

御湯

二．

ｮ鶴閣圏・ろ些

御茶青柳御菓瞬勲

　　　舶鵠

塩彊紬唐癖癖
鳥と　　わ菓　菱　の
　　　　び　　　　　め

被邸駒井進藤川江三次石工儀旧冬到来

（資料763－029）

　すまし

御飯
御香物な、b渡瓜

御湯

初御
　　し酒

欝皇
嘉

亜終

御茶　金童御菓子羊蔓

白雪香薄雪昆布胡椒わらひうわ豆

た昆白金白ま羊
松し布雪董雪す翼
魚　　　　　魚

菰邸浅野英蔵福王寺福島屋きぬ女土佐書生
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饗】【秋

（資料763－025）

猪・饗轍、贈平　難詳御飯　　　墜け

御酒白きく

はひ
りた

せし
うも

かの

二竹原酢三驚嚇［

御湯御茶

進藤駒井

　映雪手製

（資料763－028）

猪口楚ん　すまし

平
　　轄憐　　　　　襲，ゆ

御向詰

御汁離結
御飯御香喉畠瓜

　御酒ロ酒□一驚か　論働し

三竹原すし

（資料763－030）

秋饗御
謄
大木魚
根く

　ら
　け

平
半平

御飯
響物鵡．潰

御向詰蕉酢醤

御酒生諸臼

一塊き松たけ二三
蓼酢し

すまし　塩鵡

御湯　御茶

茶菓蓼酢塩しき唐菓生諸白奈ら演

御
菓

柿唐羊
実菓巽

真菰竹原手製



時祭

（8）

天保九年（

八三八）～弘化＝

年（一八四六）

饗】【春

（資料763－031）

猪・欝御拠欝　　白魚平誹驚　御飯御湯御茶

初亜
白雪魚胡椒

終
きせん

鷹纏蒙雛鶏雛義騰チ芝
子き　子　　　鳥たこ　　　糖
以

上お石梶浅木浅駒進長竹大京
き工山野村野井藤尾原坂都
ぬ儀俊英丹右数作新頼頼頼
　と兵平蔵波近馬左八
の衛　　　殿殿　衛
　　　　　　　　門

（資料763－032、033）

辛丑三月春享

御
汁

う鯨新そ
と　牛
め　房

御酒柴泉

二吸もの難三引て

松たけ濱あわひ

御湯御茶

花橘

紫泉

（資料763－035）

天保壬寅春享

　　　魚

御臆

御
汁

み塩そ
つ鴨
は

一二三
御酒諸白　　麓ひ

吸もの猪口

　鶏冠莱

到来
　白雪魚　塩雁　昆布

御湯御茶折鷹

佐｝郎関老人

謎パ輔衛門竹の子

（資料763－036）

平　御
　　　　臆

うモ白年木大魚
と子魚魚く根
めと　ふら
　ち　　りけ

　　　わ
　　　け

御汁蜜御飯御香物驚濱

御酒

初献亜献終献

丹醸

針しみ
せたつ
うしは
か

わらひ竹のr白雪魚胡椒

御湯御茶

きせん

口花モ酒鰻あ豊天た香
　丸子　頭け前王ら魚
　　　　　油中寺
　　　　　津か
　　　　　　名ふ佐中
　　　　　産　　甫
松甚石長七八　中郎
蔵助屋兵兵之　井
　　　衛衛助

（資料763－038）

猪・漁鴨鋤、欝平翻　　御飯御湯

御
一二三

酒丹醸　わらび

御菓子鶉焼御茶　臼折

糸目

う山茶蘇富伊　　塩く鶉鯛
どの　茸座士丹　　鴨わや

竃　糖＿いき
富久　平苔6所淡浅海小

辮椴墜難辮讐
藷明講哲翻奮
　　　　　　到郎門
　　　　　　来兵殿
　　　　　　之衡よ
　　　　　　品　り

厚香くに
焼たわし
．玉けいめ

子い
　と
だみ
きり

　ん
　砂
　糖

饗】【秋

（資料763－034）

　御
　臆
に木大魚
んく根
しら

んけ

平

御汁　　　陳膜根御飯新米御香のもの

御酒。，屋栗

御湯

一二
一

針せうか

御吸もの

御茶

　昨日拝領年魚五尾

薯積新米ロロ菓

（資料763－037）

　　　魚

御臆平

御汁御飯

御向詰饗譲

御酒　一

　　糸
　　目
水む
仙く

寺た

　き

御湯

御漁泉…小倉野

大坂

柿松新
実菌米

口口後園
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時祭
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嘉永元年（一八四八）

饗】【春

（資料763－039）

譲

御汁欝御飯御香物諺演

●

記載年不明

　　な御臆畿、け御湯
御菓子わらび餅御茶　きせん

御向詰ます　御酒　　一漬物　　二

饗】【秋

記載年不明

（資料763－040）

0だし　○花

　すまし　　ゆ　　　　御飯新米　御向詰軸齢誌て　　御酒澤の鶴　　　二　鎌鴇ゆ　　　三い慢』き

御湯
御茶　　きせん御くハし難
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その他の饗応

（資料760－014）
寛政二年

鮒位御謄千齢

御焼物御平

初献

千齢万四郎

主人

　けん

三献久太郎

飲福　受詐
御茶

主人

御飯新米

　御湯御《ハし

御茶

（資料760－Ol5）
寛政三年

猪。礎醗し香の物な熱

⑭
　　平焔瀧

初献二献三献

御飯

すまし　かも　　ゑひ

御湯御くハし御茶

いも

八重垣

（資料760－016）
癸丑

寛政．既年

時祭
謄なまこ

　　　平

　　　　　手

牛いにすか
房もんりも
　　しミ
　　ん

汁ミ

　　そ
宵か
ミき

香の物なら潰

向詰たい

飯

初献二献三献

御湯御くハし御茶

（資料760－028）

冬
甲寅時祭

御謄楚…鈷そ警

　樋うか

一二三
御湯

御茶　亀石茶

（資料760－033）

飴翠　　飯

婬て嚇

uﾈ・

亜献三献

すまし　．玉子

御茶御くわし

枇杷ノ実

（資料763－021、22）

　丙戌冬饗胎轟らけ御汁携い

平
御酒天神漿

一し

ｰ鋭

二翻好三琵香

御湯御菓子喜撰御茶鑛子

慈姑羊嚢喜撰浜焼鯛大坂虎屋

唐菓子

海鼠野難
唐菓子

南京
　流川久波駅常太郎梶山六…

1510



A　Reprint　and　Description　of　Menus　for　the

Seasonal　Festivities　of　the　RAI　Family

ODAKE　Sachiko　and　OKUBO　Keiko

abstract

　Areprint　of　seventy－six　menus　for　the　seasonal　festivities　of　the　Rai　family　is　presented．　In　addition，　seven

event－menus　which　were　not　iderltified　as　the　anniversaries　of　the　deaths　of　ancestors　nor　seasonal　festivities

are　introduced．　The　seasonal　festivities　were　generally　held　twice　in　a　year，　spring　festivity　in　February　and

autumn　festivity　in　August．　Four　spring　festivities　and　three　autumn　festivities　were　not　held　in　February

and　August，　and　all　these　were　prolonged。　Two　of　them　were　prolonged　because　Shunsui　returned　from

Edo　to　Hiroshima　on　May，　and　at　that　time　the　spring　festivities　were　held　in　June．　Almost　all　menus　were

the　highest　grade，　i．e．　the　grand　dinner　consisting　of　the　principal　course　of　a　dinner　with　the　second　course

containing　another　soup　bowl．

Keywords：menus　for　the　seasonal　festivities，　Sanyo　RAI，　Edo　period
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